千葉大学 全方位・挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト
令和８年度（2026年度）４月採択
全方位・挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト（様式１）

選抜試験 申請書※1

	学生証番号
	
	フリガナ
	

	
	
	ローマ字
	

	生年月日(西暦)
	
	年
	
	月
	
	日
	氏名
	

	所　　属
※2026年４月時点
(見込)で記載
	専攻

	コース名または領域名（無い場合は空欄）
	学年



	
	
	
	

	指導教員
※2026年４月時点
(見込)で記載
	氏名：
	
	メールアドレス：
	

	
	所属：
	
	役職：
	

	現住所
	〒
	
	-
	

	
	

	試験・採択後の
手続きに関する
連絡先
	メールアドレス：
	

	
	自宅 TEL：
	
	携帯 TEL：
	

	履※2

　
歴

事

項
	学歴※3

	　　年　　月
	～～　この青色のテキストボックスは、申請書提出時には削除すること　～～

記入例１）
2020年３月　千葉県立○○高等学校〇〇科		卒業
2020年４月　千葉大学○○学部○○学科　学士課程		入学
2024年３月　同					卒業
2024年４月　千葉大学大学院○○研究科○○専攻　修士課程	入学
2026年３月　同					修了見込
2026年４月　千葉大学大学院○○研究科○○専攻　博士課程	入学見込

記入例２）
2022年10月　千葉大学大学院　○○学府○○専攻　修士課程	入学
2024年９月　同					修了
2024年10月　千葉大学大学院　○○学府○○専攻　博士課程	入学
2026年４月　同					２学年在籍

	
	卒業
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	　　年　　月
	
	
	(選択)
	
	
	2026年４月現在
	千葉大学大学院
	
	博士課程
	(選択)
	
	職歴※4

	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	

	
	
	　　年　　月
	
	


※1. 2026年４月入学予定の者は学生証番号の記載は不要。本学からの進学者については現在の（修士）学生証番号を記入すること。
※2. 履歴事項（学歴・職歴等）は漏れなく記入すること。記入欄が不足する場合は行を追加、もしくは任意様式の別紙に記すこと。
※3. 学歴は高等学校卒業から記入し、学士課程入学・卒業、修士課程入学・修了、博士課程入学（見込）の順で、2026年４月時点（博士課程入学見込または○学年在籍）まで記入すること。
※4. 職歴は、職種や勤務形態、入社退社日等も記すこと。アルバイト、パートタイムは記入不要。ただし選択した支援区分に関連するものは必ず記すこと。

	奨学金等の
有無
	●ＡＩ特化型・挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト―ＡＩコア（以下「ＡＩ特化型プロジェクト」）の応募状況
ＡＩ特化型プロジェクトと併願可能です。ただしＡＩ特化型プロジェクトに採択された場合は、本プロジェクト選抜試験の申請、または合格を辞退すること。

	
	☐応募している
	☐該当なし

	
	●受給予定、申請中または申請予定の奨学金等
※受給期間が令和８年（2026年）４月以降のもの
※本プロジェクト生としての在籍期間において、大学推薦の併給不可の奨学金、または併願不可の奨学金に申請している者は申請不可。
※複数件ある場合は、別紙（任意様式）に記入すること。
※併願・併給の可否について不明な場合は、奨学金等の事務担当部署に確認の上で記すこと。

	
	状態：
	☐申請予定　　☐申請中　　☐受給決定済
	☐該当なし

	
	申請方法：
	☐大学推薦　　☐直接応募
	

	
	型：
	☐給付型　　　☐貸与型
	

	
	実施団体名：
	
	

	
	名称：
	
	

	
	併願：
	☐可　　　☐不可　※申請中または申請予定の場合のみ記入
	

	
	併給：
	☐可　　　☐不可
	

	
	受給期間 ※1：
	～
	

	
	受給金額：
	研究費年額：
	
	生活費相当年額：
	
	

	
	●日本学術振興会特別研究員（DC）への応募・採択状況
※採用期間が令和８年（2026年）４月以降のもの

	
	状況：
	☐補欠　　　 ☐申請中　　　☐申請予定
	☐該当なし

	給与所得の
有無
	●令和８年以降に、生活費相当額（研究費は含まない）として十分な水準（2,400,000円以上／年）で、給与・役員報酬等の安定的・固定的な収入を得る予定があるか。
※毎年１～12月の収入額（見込を含む）を基準とする。

	
	☐有
	☐該当なし

	今後の希望
する進路
	●大学院修了後の希望する進路に一つ印をつけてください。

	
	☐アカデミア　　　☐官公庁　　　☐企業　　　☐起業　　　☐海外　　　☐その他




※1. 受給期間は、受給可能な期間（複数年受給可能であれば、その期間）を記入すること。
	申請資格
	☐支援区分１　　　☐支援区分２　　　☐支援区分３

	募集要項「３．申請資格」のうち、「共通」及び支援区分毎の条件全てを
	☐満たします

	（支援区分３の場合のみ）
申請資格【支援区分３】(1)のうち該当する条件
	☐(ｱ)　　 ☐(ｲ)　　 ☐(ｳ)

	申請区分（支援区分３の場合も記入）
	☐A  ☐B  ☐C  ☐D  ☐E  ☐F  ☐G  ☐H  ☐I  ☐J  ☐K

	（申請区分Gの場合に記入）
	☐将来日本に永住する意思があります

	（申請区分Iの場合に記入）
	☐大学等の卒業・修了後も日本で就労して定着する意思があります

	（申請区分Jの場合に記入）
	☐本邦における在留期間とその他の事情を総合的に勘案して、Iに掲げる者に準じます

	上記の記載について
	☐事実と相違ありません


※2. 

（様式１）
	研究課題名
（40字以内）
	～～　この青色のテキストボックスは、申請書提出時に削除すること　～～
1 以下、必要に応じて枠の大きさを変えてもよい。
2 以下、本様式に記載されている文字（※印のある記述）を削除してはならない。




	１．【研究計画】
· 博士課程の主専攻について記入すること。
· 研究計画は、チャレンジングな研究が高く評価されるとともに、これにより初年度の研究費の配分が決定されるため熟慮の上計画すること。



（1）研究目的・方法・内容
· 適宜、概念図を用いるなどして、わかりやすく記入すること。

	[bookmark: _Hlk200123407]～～　この黄色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 字数制限なし。ただし１頁に収めること。
2 フォントは、ＭＳ明朝（10.5pt）、英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。





（2）研究の独自性・チャレンジ性
· 上記に記載した研究の学術的独自性・チャレンジ性（先行研究等との比較、本研究の完成時に予想されるインパクト・波及効果　等）について記入すること。

	[bookmark: _Hlk200355983]～～　この黄色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 字数制限なし。ただし「１(3)．日本の科学技術イノベーションへの貢献」と合わせて１頁に収めること。
2 フォントは、ＭＳ明朝（10.5pt）、英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。





（3）日本の科学技術イノベーションへの貢献
· (1)(2)の内容が、日本の科学技術イノベーションに対してどのように貢献するかを記入すること。

	～～　この黄色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 字数制限なし。ただし「１(2)．研究の独自性・チャレンジ性」と合わせて１頁に収めること。
2 フォントは、ＭＳ明朝（10.5pt）、英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。






（様式１）
	２．【研究業績】
· 申請者を含む全員の氏名を、論文等と同一の順番で記載すること。題名、雑誌名や学会名、巻号、最初と最後の頁、発表年(西暦)、査読の有無を記載すること。申請者にアンダーラインを付すこと。（発表予定のものは除く。ただし、発表申し込みが受理されたものは記載してもよい。）
· 支援区分３に申請する際は、これまでの研究成果を、申請内容との関連が分かるように、簡潔かつ具体的に記入すること。あわせて、その成果に対する自身の役割と具体的な貢献を明記すること。
1 学術雑誌等に発表した論文又は著書
2 学会等における発表（口頭・ポスター、場所、月・年、発表者に◯印を記載すること）
3 受賞等
4 芸術分野における創作活動
5 ボランティア活動
6 その他の特筆すべき活動



	[bookmark: _Hlk200369349]～～　この黄色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 字数制限なし。ただし「３．【研究遂行力の自己分析】」と合わせて1頁に収めること。
2 フォントは、ＭＳ明朝（10.5pt）、英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。




	３．【研究遂行力の自己分析】
· 当該分野における「研究に関する自身の強み」について、これまで携わった研究活動における経験などを踏まえ、具体的に記入すること。
· 記入にあたっては、例えば、研究における主体性、発想力、問題解決力、知識の幅・深さ、技量、コミュニケーション力、プレゼンテーション力などの観点から、具体的に記入すること。
· また、観点を項目立てするなど、適宜工夫して記入すること。
· 研究中断のために生じた研究への影響について、特筆すべき点がある場合には記入すること。



	～～　この黄色の枠は、申請書作成時には削除すること　～～
1 字数制限なし。ただし「２．【研究業績】」と合わせて1頁に収めること。
2 フォントは、ＭＳ明朝（10.5pt）、英語で作成する場合はCentury（10.5pt）で記入すること。




2
